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Ｐ１２６ ２節 平行線と線分の比 

 

単語の練習帳をつくろう  「単語の練習帳をつくろうを読んでください。」 

（罫線の入ったプリントを配布して） 

 

上のどこか左端を点Ａとしましょう。そこから３段下の罫線の右端を点Ｂとします。 

線分ＡＢを結んだとき罫線との交点を左側点Ｅ，右側点Ｆとします。 

 

中央付近どこか左端を点Ｃとしましょう。そこから３段下の罫線の右端を点Ｄとします。 

線分ＡＢを結んだとき罫線との交点を左側点Ｇ，右側点Ｈとします。 

 

これで点Ｅと点Ｇを結び延長します。同じく点Ｆと点Ｈを結び延長します。 

するとノ－トの横幅が３等分されています。 
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Ｐ１２７ １ 平行線と線分の比 

ひろげよう 「ひろげようを読んでください。」 

 

実物大で△ＡＢＣを描きましょう。 

点ＰからＢＣに平行線をひき点Ｑをとります。 

 

すると△ＡＢＣと△ＡＰＱは？「相似です」 

証明しましょう。 

 

    △ＡＢＣと△ＡＰＱにおいて 

 

    ＰＱ∥ＢＣより 同位角なので 

 

           ∠ＡＰＱ＝∠ＡＢＣ 

 

           ∠ＡＱＰ＝∠ＡＣＢ 

 

    これで２組の角がそれぞれ等しいので  △ＡＢＣ∽△ＡＰＱ 
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    よって対応する線分の比は等しいので 

 

    ＡＰ：ＡＢ＝ＡＱ：ＡＣ   ４：１２＝ＡＱ：９ 

 

                             １２×ＡＱ＝３６    ＡＱ＝３ 

 

 

   ＡＰ：ＡＢ＝ＰＱ：ＢＣ    ４：１２＝ＰＱ：１０．５ 

 

                             １２×ＰＱ＝４２     ＰＱ＝３．５ 

 

  実際に測ってみてください。そうなっています。 

 

問１  △ＡＰＱ∽△ＡＢＣなので 

 

     ４：６＝ｘ：９    ６ｘ＝３６    ｘ＝６ 

 

     ４：６＝５：ｙ     ４ｙ＝３０    ｙ＝７．５ 

 

 

 実は話はこれで終わりません。まだ続きがあります。 
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 点Ｑを通り、辺ＡＢに平行な直線を引き辺ＢＣとの交点をＲとする。 

 

 すると、△ＡＰＱと△ＱＲＣは相似になります。 

 

 証明しましょう。 

 

 ＡＢ∥ＱＲより 同位角なので ∠Ａ＝∠ＲＱＣ 

 

 ＰＱ∥ＲＣより  同位角なので∠ＡＱＰ＝∠Ｃ 

 

これで２組の角がそれぞれ等しいので  △ＡＰＱ∽△ＱＲＣ 

 

   よって対応する辺の比はひとしいので 

 

             ＡＰ：ＱＲ＝ＡＱ：ＱＣ 

 

  ここで四角形ＰＢＲＱは平行四辺形なので 向かい合う辺は等しいので ＱＲ＝ＰＢ 

 

            なので ＡＰ：ＰＢ＝ＡＱ：ＱＣ 
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 これまでの学習をまとめてくれています。教科書Ｐ１２９の上を読んでください。 

 

 △ＡＢＣで辺ＡＢ，ＡＣ上にそれぞれ点Ｐ，Ｑがあって 

 ＰＱ∥ＢＣならば 

 

 ①ＡＰ：ＡＢ＝ＡＱ：ＡＣ＝ＰＱ：ＢＣ （上：全体） 

  （式で書くとたいへんです。上：全体と覚えましょう） 

 ②ＡＰ：ＰＢ＝ＡＱ：ＱＣ 

  （式で書くとたいへんです。上：下と覚えましょう） 

 

問２ 「やってみましょう。」 

 

 （１）６：１５＝ｘ：１０   １５ｘ＝６０    ｘ＝４ 

 

       ６：１５＝ｙ：７     １５ｙ＝４２   ｙ＝２．８ 

 

（２）８：４＝６：ｘ         ８ｘ＝２４    ｘ＝３ 

 

      ８：１２＝７：ｙ      ８ｙ＝８４   ｙ＝１０．５ 


